
⾦融リテラシーマップ※上の学びのポイントを参考に、施設やNPOからの声をもとに学生向けにまとめています。

※⾦融経済教育研究会報告書（2013年⾦融庁公表）が示した「最低限⾝に付けるべき⾦融リテラシー」を年齢層別に具体的に記したもの。

お⾦の仕組み、お⾦の基本

お⾦の危険、トラブル

① お⾦は限りある⼤切なもの ＜⼩学⽣低学年＞

 お⾦は⾊々なものと交換できる

 ⽣きていくためにお⾦が⼤切

② お⾦は貯めることができる ＜小学生低学年＞

 コツコツ貯めると、将来⼤きなお⾦になる

③ お⾦の秘密 ＜小学生＞

 昔のお⾦、偽造防止、銀⾏の仕事、お⾦の⼯場、お⾦の役割

① お⾦の危険はいっぱい（どんなトラブルがあるかを知る） ＜⼩学⽣中学年〜⾼校⽣＞

 お⾦の貸し借り、おごる・おごられる、詐欺にひっかかる、借⾦、交通事故・ケガ、ニートになる、
仕事をやめるなど

 すぐに判断はせず、大きなものごとを決めるときは相談する

 よく起こる事例を把握しておく：児童養護施設出⾝者で⾃⽴時にもらえる⽀度⾦の数⼗万円
を⼀度に使ってしまうなど

② ⾒えないお⾦に気を付ける ＜⼩学⽣中学年〜⾼校⽣＞

 クレジットカード、リボ払い、ケータイの課⾦、ネットショッピングでお⾦を使いすぎる

③ ルールを破ったり、悪いことをすると、あとでお⾦のトラブルになる ＜⼩学⽣中⾼学年＞

 迷惑をかけるだけでなく、自分も仕事につけなくなったり、罰⾦を払ったりする

 ⾃転⾞事故、万引き、いじめ、ドラッグなどの犯罪、いたずらや悪口をSNSでアップするなど

④ 困ったことは大人に相談する ＜⼩学⽣中学年〜⾼校⽣＞

 困っていることを隠しておくと、あとでもっと大変なことになる

 ブラックバイトや詐欺に巻き込まれるなど、危険な時は逃げることも⼤切

 身近な大人に相談できないときは、相談機関に相談できる
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自分の価値観を知る

① 自分の価値観（⼤切にしていること）を知ろう ＜中高生＞

 何に価値をおくかによって、お⾦の使い道、稼ぎ方が変わってくる

 自分の⼤切にしたいものは？

 自分の⼤切にしたくないものは？（＝お⾦や時間、労⼒を使いたくないもの）

② 自分の価値観を実現できる未来を描こう ＜中高生＞

 価値観によって、いろんな生き方・暮らし方がある

 具体的に描くことで、価値観を⼤切にした未来に進むことができる
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上⼿にお⾦を使う・貯める

① お⾦を上⼿に使おう＜⼩学⽣中学年〜⾼校⽣＞

 考えなしにお⾦を使うと、後で大変になるよ！

 Need（絶対必要なもの）と、Want（できればほしいもの）を分けて考えよう

 情報収集してから買い物しよう。ケータイのプランや、家を決めるときなど、後で⼤きなお⾦の
違いになる

② ⽣きていくためにどれくらいお⾦がかかる？ ＜中高生＞

 今、⾃分が⽣活するのにかかっているお⾦は？（食費、ティッシュ、洋服など）

 一人暮らしするのに、生活費はいくらぐらい？お⾦を遊びや趣味に使ってしまって、生活費を
払えなくなった事例もあるよ

 将来、生きていくために、どれくらいお⾦がかかる？

③ 進学のお⾦について ＜中高生＞

 進学にかかるお⾦はどれくらい？計画を⽴てよう！

 奨学⾦の種類・方法、学校の種類（費用の違い）

 その他の方法（夜間学校、新聞奨学生など）

④ 未来のために、お⾦を貯めよう ＜⼩学⽣⾼学年〜中⾼⽣＞

 毎⽉貯⾦をするくせをつけよう

 コツコツ貯めると⼤きいお⾦になる、⼤きい⾦額のものが⼿に⼊る

 いざというときに困らない（けが・病気、大きな支出、⽼後など）

 収⼊があったらまず貯⾦する「先取り貯⾦」に挑戦！どこに貯⾦するかも決めておこう

 貯⾦⾦額の決め方：目標○円 ÷期間（年）÷期間（月）＝ 毎月の貯⾦額

４

※子ども向けには「貯蓄」ではなく、分かりやすいよう「貯⾦」と記載しています

働く・お⾦を稼ぐ

① 大人になって、「働く」とお⾦をもらえる ＜⼩学⽣中⾼学年＞

 社会の役に⽴ったり、人に喜んでもらえると、お⾦をもらえる

 仕事は、「楽しい」「大変」のどちらもあるけど、今から準備すれば、楽しく働ける（勉強、お手伝い、
自分について考える、仕事について調べる）

② 様々な仕事について知って、自分の夢・希望の仕事について考えよう ＜中高生＞

 たくさんの職業があるので、知らない職業について色々調べてみよう

 希望の職業について、収入、必要な資格・スキル・努⼒などを確認する

③ 職業を選ぶ視点を身に付けよう ＜中高生＞

 主な3つの視点：①収入、②なりやすさ・難しさ、③やりがい

 その他のさまざまな視点から、⾃分の⼤切にするポイントを知っておこう

 最初は良くても後で⼤変になりうる「職業のリスク」を知って選ぼう（非正規雇用、人気商売、
体⼒が必要な仕事、悪徳商法、性産業）

 ニート、フリーターについて知ろう
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